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1′000t/hア ン ロ ー ダ 用 電 気 設 備
ElectricaIEquipment for thel,000t/h Unloader
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内 容 梗 概

近時,海外の安い鉱イてを入丁するたム引こ,鉱=中川触を帖11jし,ノJ杉7ソローダ宣′設置して毎時間の

内に陸揚げを一ノこ7するノノ式が考えられている._ノ 本機はそのJこうな‖的のた〆=こ設置さJL7ニヰ,〃)て,l.000

t/1】以仁もの陸揚げ能ノノを子け.~世弊でも有数の.計什能をJちるノJ十誌概である.

しJ｣ト十て その`lに㌔も設備においても支持,開閉燐寸｣て王どの巨資動什はす/ミて岳性能のl狛附責動機む

使用したワード1レオナードノノ式であ/)て,急速加減速,負荷こ平軌 速度平衡などの｢1励制御を多数取り

入れて7■ン/[一ケ■の高速化,および荷役能ヰiのIr･J上を.汁りていろ そ〟)う㌃ご)でヰ.友j~=闘朴壷動樺サl′-1軌

運厭わ式､剛脚揺脚l･りノい十一に動機の捕速確転ノノー式なと(†キ■雄三さるぺきものである｡

1.緒

株式余粧納)~~棚工場岸壁の1,000t/llアン11

ーダについて--･昨隼末よ県税意識計製rl:を子~j:ってきた

が,昨年(昭和33隼)秋には1り磯2り･機とも据付調整

をまったく完了し,好.凋のうちに稼動にはいっている(,

本アンローダほ鉱了了専川船を対象とした1,000t/h以

上もの陸揚能力を有する高性能大容量機であって,世射

的水準をいくものである｡したがって,その電気設備に

おいても,主要動作にほHTD,磁気増幅器などを似川

した直流ワードレオナード方式を採川し,また.急速加

電流制限,負荷平衡など脊托の日動制御を多数採

り入れて,その高性能を遺憾なく発揮せLめている｡

以下その概要について述べ,おおかたの御参考に供す

る次第である1j

2.設備の概要

本アンローダの構造は別篇にても述べられるごとく,

走行形マントロリー式アンローダであ/つて,大群境機と

して広く採JIjされている形式である｡また,巻上荷重は

7m3バケットの【二1重および鉱ポを含めて30tにも

るのでその支持,開閉ほそれぞれ300kW(400HP)直

流電動機で駆動される｡

また,横行, 行,僻仰電動機もそれぞれ底流レオナ

ード方式で,いずれもHTDによって制御されている｡

そのほか機内運搬設備としてコンベヤカーを従

おり,ブームコンベヤと州ま一-て一

して

の運搬設備を構成

している｡コンベヤカーは鉱石の仮揚げの容易化を計る

ためにアンローダ本体の間にはさんで設i葦されており,

本体と 動運転あるいは単独切離しができるように電気

的に連動されている｡

レオナード発 機,HTD,磁気増幅器および接触器

*
‖正製作所日立工場

弟l図 二｢二場 組 合 試 験 状 況

盤の人部分は⊥ガーダl∴の機械1iに■一帖して設置されて

おり,マントロへはトーーリ線を通/〕て給電される｡

女拍開l札 慣行,′亡行,レールクランプなど直接荷役

作業に必要な操作はマントロj弘転宅にまとめられてお

り,陛脚運転室にほコンベヤ関係,腑仰 転室忙ほ腑仰

および走行関係の操作開閉裾,制御闇などをそれぞれま

とめて設問している｡

第1表は本アンローダの主要電動機-･覧 であって,

転宅においてそれら電動機を自由自在に遠隔操作し

て,高能率の荷役作業が行われるよう計画されている.-｣

弟2表ほその制御のためのレオナード

セットの一覧表である㌧

源および励磁機

3.回章云機の仕様と特長

第1表にホすように,直流電動機ほJEM600番形電

動機を採川した｡ただし支持開閉用 300kW(400HP)

電動機のみは件番が620番であるため AISE規格に準
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拠した｡

この形の電動機はすでに行種クレーンならびに比延補

機川として多数納入の実績を有L-ており,電気爪磯朝雄

過負荷耐ぷこが大きく,小形で振付附頂こ低利であり,ま

た憎腔モ←メントが′トさいため,すぐメLた制御相性を持

っている｡

支持開閉用300kW(400HP)電動機ほ丸形鋼板製二

つ割り継鉄となっているしつ通風ほ振_【二肌設閏のフアンに

ょり,整流イ･側下部より人気,冷却する強細胞削軋方式を

採っている(--)

そのほかの直流電動機ほ,8ff濯i鋼製,∴つ軋 ヒン

ジ付構遇の外枠となってこねり,通縦走隋のものほ.電動

機什l二に適凪川フアンを.j笠;■■′■一三Lイニュニットクール必;lil｣通

風ノノ式を採ノつた._ノ

梯子~J二川82kW(110HP)′■五割機ほ2否並列運転さか

るので,fl朴l∠衡の必要から極~力2告げ津別･牛を-▲致せL

めた..また仙二仰川 75kW(100HP)l起動機ほJIi｢J)分

巻肘彪をイ｣-するげl二馴紺三で,佃仰作牒によく力凱とこl_-た沌

度拍件とな√)ている...

必持州関川330kWレオナード発′電機ほ,=椚尤ノてケ

ット躁作を行わしめるために2f㌻の柑イ1;か･致するよう

抽こ考慮したし.また安定なび転が得られるよう,J-=り)

速度車~卜特性を持たせるようになっているし)

また主電軌1〕二流発滝機セットは,地上30mのガーダ

トに｣ナ.{てえ付けられ,このガーダがレール__Lを走行移動す

るという悪条什にあるため,そのベース構造および振動

については柑にi･_†三ぶを払/〕た.､

替梓発電機Jt-j励磁機およびIrrDの設詔ほ,時に点せ

用い,バケットの開聞状態に応じて,負荷平衡~制御,揃

速制御, け成速時の電流制限など,脊穐の状態に州

応した制御相性となるように川路の検討を行った｡

4.操作ならびに制御方式

本アンローダは11トイグルわずか46秒もの餌時間で

もって30t ものノミヶッ1､荷屯を軽快に操作し得るよう,

その傑作ならびに制御ブブ式には特に意を用いた｡

弟3図は本機の作業線岡であるが,友

第2回 文才膵1関川300l{W(400HP)商流電動機

持開閉電動機の加減 時間は1.5秒以~卜

の脚一引用であって,このような急 加減

速力式が採られて初めて.46秒の短時間

サイクルが~叶能である(_.

以下本アンローダの令汚l;の操作なドーJび

に制御方式の詳細について述べる｡

4.1支持開閉

射手開聞は等容-F石二2電動機力式であっ

て,運転手が"閉.卜げ"の操作を行うと,

まず開閉用電動機ガ 勤して鉱山をつ



昭和34年7月 運搬 荷 号集特械機役

第:う図 r′l

β耽.′…･こポ

業 繰 匡1

MH:支持電動機

M(コ:開閉∫l壱動機

隻:モlレけ-ド削機
‖∵

-
●

第4

tITfl

l~IT(フ

Clノ

D′1､

い;:ll

DRC

HTD

-.E流制限装罠モ
乱調防l上変圧筈J;

題∴扶二㌫
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かみ,鉱ポをバケットがつかみ終ると支持開閉両電動機

を同 トを き上げ,適当箇所で横行動

作を行ってバケツ†をホッパ上まで移動し,次に"開下

げ"の操作を行ってホッパ内に鉱石を開け,ふたたび横

行動作を行って鉱石船のハッチ上まで移動し,バケット

を巻きおろして1サイクルの 転を終る｡この1サイク

ルの運転中,"閉上げ""開下げ"ほ]_本の操作ハンドル

によって半自動的に操作され,運転の使を計っている｡

このバケットのつかみ上~F操作において,バケットが

鉱石をつかんだ状態でほ,支持開閉両 動機は等分に負

荷を分村し,かつ,同時に上下動作がなされなければな

らない｡そのために,HTDによる負荷平衡回路を設け

て負荷の平衡および速度の平衡を保っている｡弟4図ウニ

友持 閉動作の主同路結線図を示す｡

4.1.1急速加減速

単位時間あたりの陸揚能力を大にするた糊こほ,電

動機に許せる 急の氾ハ刃｣反
､.1ノ

を 必要があ
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第5図 電 流 制 限 装 置 結 線 図

ろ.J本機に採∬した電流制限装置を舞5図に,またオ

シりぎ皮形を舞d図にホす:./〉 C-Rl‖柑各がないものと

すれは.電流制限回路ほ払荷電流かrl耶掛値をこえてか

左裾琉て動作を閲媚するので,電流制限回路の応答時

l川内に電流ほかなりの値まで増加し, 完を流電

仝に桐闇することほできない｡したがって,所望の所

流変化とは著しく異なった電流波形を生ずること

ほよく知られている｡また,この傾向ほ加減速度を

めれば高めるはど著しく現れる｡

L′かるにレオナード制御をする電動機加減速電流

ほ,発電機電匠の時間微分に相対応し,かつ発 機電

托ほHTD電圧の指令に従ってほぼ比例的に変化する

から,HTD電圧の変化によって電動機電流の

■事前に推知することができる｡したがってその

化を

間微

分値を電流制限回路に歪毘することによって系の時間

遅れを補償し,加減速動作開始直後の尖頭 流を抑制

し,その後は単なる電流制限回路として動作を継続さ

せうるので,加減速電流を許容値一杯に制限すること

ができ,押想的な加減速特性が得られる(1)｡

葬る図のオシログラムに見られるように,明らかに

その効果が認められる｡

4.1.2 負荷平衡制御および揃速制御

バケットが閉じた状態で上下動作をするときほ,2

台の 動機が同時に負荷を分析するが,運転中負荷の

不平衡があれば,1台の 動機で負荷の不平衡分も負

拒するか,負荷平衡制御系を必要とする｡このために

負荷の不平衡が生じた場合には,その差電流を HTD

の負荷平衡巻線に加えて負荷の不､†三衡をl_∫l動的に除去

する∪

また,開き状態の上~卜動作のとき.2電動機速度が
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第6図 電 流 制 限 オ シ ロ グ ラ ム

写しくなければ,ローフかたるむかあるいはバケット

が閉じるおそれがあるので,両` 動機の速度を常に--･

致せしめる必要があるし.そのために,それぞれの電動

俄に匪結した指 発電機によって 度の不､l′綾子を検Jll

し,前.氾同様IJl動的に速度の不､‡/灘†を除去するし二.舞7

図ほ~友持開閉両電動機を同時に 動停止Lた場合の伏

泥およびその制御系のは答度を′j三すオシログラムであ

′○し)

4.2 横行および僻仰

横行は HTD,励磁機,発電機によって,27こナのl軒流

′嵩動機をレオナード了IiU研けるし∴正常の運転穐聞をこえて

横行すると,絶縁斗ロリによって約30冤まで自動的に減

すると同時に警報を発L,運転老の汗意を換起するよ

うになっているし

仰

U
n
り 川発電機を切り伴えて躁作し,巻上

時にほ匪巻用件を拍点せて′ 軌トルクを人とl_.,巻上lさj■二

にほ分巻用件を拍吏せてト･川二操作を宿場にしている._.

4.3 走 行

吏子JこH一骨竜機ほ,これ宣･切り揮え-〔心行トiよJ､~レーール

グランナ叫■染作に用いる.

′仁子f操作ほHTD,励†滋機,発電機によ

動機4台なレオナード制㈲する､=､

(

l自二流電

電動機l･ま,海脚陣脚にそれぞれ･2ハずつ設閲してある

が,脚相互の免租する負荷が署Lく異なり,また多くの

速度不平衡要素が介在するので,1本の適齢軸によって

両購】の単輸借を機械的に辿糸.1けるのが汗通であるが,こ

のたど) 造は復雑となりその保′､1こ点検にも労を要する.1

本機ではこ しセルシソによって,両脚の

走行距離差を検～1=ノ,磁気増幅器によって純電気的に内

エプロンフイ

∠_ニ

ニ×ヽ 設

僻事輪間の同湖運転を=い,斜行やクレ

ーンガーダの捻ゴtなどをう壱仝に!仇l二して

いるこ.第8図に走行関係の概略紅組l図を

示すし

4.4 コンベヤ関係

バケットからホッパを経て.膵臓さ右~′･'こ

鉱イてほエプロンフィーダを経てコンペ-17

で陣脚側ホッパに運ばれ,さら宜ベルト

フィーダおよびブームコンベヤによノー)て

外部に搬糾される.ニ

ーダおよぴベルトフィーダはそれぞれIFl:

流電動機せ便判し, 圧制御および駆磁制御によって塙

速度まで速度調整ができ,その間任意の速度で送り乏lミ:の

調盛ができる｡.

コンベヤカーほトロリ線を介してアンローダ本体のノヒ

行と辿勤してお声),し胡矧開閉離により作意に本体より切

F=離すことができるようになっている(⊃

ブームコンベヤほ陸上コンベヤが運転していなけjLほ

起動できないようインターロックきれており,また機1月

-･辿のフィーダ,コンベヤもそれぞれインターロックか

M:走f〃l】一電動機

G:レオナード充滝瀾

B:昇比機
盲

､

1-Ⅰ'l､: ‖-1､1)

1)M: デーtシ
_tl′

-一夕

MA:磁気増幅ぷ

第8L宍l走 行 主 担】路 結 線l又l

第7岡 支 持 開 閉 制 御 系 オ シ ロ グ ラ ム
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なされているし もちろん,切換開閉召倒こより‡il址操作も

可能である

陣ヒコンベヤほ2列設躍されているので,ブームコン

ベヤを旋回L-てそのいずれかを選択させる.その旋l叶操

作は,関澤指差を右またほ左に操作すると,サーボリフタ

によ′~)てコンベヤシュートが折りたたまれ,Lかる後に

旋回しノ,旋いItを停止後一定時間経過すると,サーボリフ

メの電源か

もど

斬されて折りたた克シュートほ元の位間に

るようになノ)rこいる

のはか､各部の動作については符縄の促進継電器,

制限開聞据などを川いて,機据の保護,洪躁作の防■JHこ

は〃仝を用jしている

5.結

以し梢酎対描出電気ぷ備烏よびその操附こついて述

特許第244784号

ホ ツ

特 許.の

′ヽ の

構 造

この発明のホ､ソパの開閉装置ほ,スキ､ソナカーに∩動

r佃こ積み

からでき ーr

みを行うようにしたもので,次のような構造

いるし

ホ､ソパ1の開閉扉を,操作シ1ンダ3で開閉するl勺靡
:ヱa と,この内駆に摩頼セ㌧牒摘5を介して連射Lた外

扉2b と(7)■.市/扉とする.

常時は外扉2bが摩撚巨ン機構5な介して1勺旗∵2a.二

具に-一体的i･こ開門ト,内扉2a の開銀か一巨小龍とた∵

非常時にほ外征2b(71二二そこかl人J扉2ai･こ対J~二揺動して閉

鎖するように偶成すそ,.

作 用

空の7､十､ソノノノーー′う二締り

し
′
｣

,
′
C

ノ＼

咋定の位置に設け

られて.あ′乙け二気りJ拝弁か空す借間ストライカ8により作

動さ′‡lて操作シリンダのん側の室3bにけ二;もが送られ,

ピストン3aが引きL二げられる.､ノ Lたがって,内靡2a

ほ鎖線のノJ■向に開く-.このとき,外征2bは摩擦ビン5

b,5b′により内扉2aに連瀦されているからl勺扉 2a

と一体に同ノノ向へ聞くし こう Lてスキップカー7への積

みこみがはじめられる｡積ムこみが完了するl自二前になる

と,スキッフカー7の下ノブへの移動により常川ストライ

カ9が損気切替弁を作動Lて虹気を操作シリンダの左側

の室3cに送る｡したがって,ピストン3aは押し下げ

られ,湾,外の扉2a,2bが閉鎖される｡.このときほ

もちろん操作シリンダの右側の宅3b内の匠気は切替弁

を適して排トl_1される｡

二重扉が完全に閉鎖され積みこみを終~7Lたスキップ

カーほ巻き上げられるし｣

常時には以上述べた開閉作動がく り返されスキップカ

ー/､＼の自動積みこみが行われるのであるが,この場合ほ

::､■･二 別冊第30号

べた｡本アンローダは冒頭にも述べたごとく,世界でも

有数の火容量機であるとともに,性質および設備の面で

も世界的水準をゆく高性能機であって,各所に日立技術

の粋を折り込んだ画期的製品である｡

本機の完成によって,この穐クレーンの技術的向上に

資する面が多少なりともあるならば,

びである

老らの望外の喜

最後に本機完成のため,数々の御理解ある御指導と御

援助をいただいた八幡製鉄株式会社叔術l坤のかたがたに

卜註く制札巾上げる次第であるこ
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(.1)情誼‖用虹申

紹 介

田 中 春 雄･早 川

開 閉 装 置

剰義臣

正面阻

.!l.

非常ノ:=ストウイカ(エート黙倒′うイ〔い

今_二重折の閉鎖はしこめ,またほ閉鎖の途･11にlト気の低

トーぁるいほ操作機牌の故脛藩どにより内扉2a の閉鎖が

小吋能になると∴非常用ストライカ10が屁折レバーー4b

にあたりスキッフカーの下ノノ■への移動につれ屈折レノミー
4b を固定レバー4a と･休にk時計~み向に揺動させ外

扉2bを閉鎖する｡.このとき各摩擦ビン5b,5b′ほ内

扉の受け板5a のrtJl那からぬけ=L受け板5a の平面_と

を滑動するし このように,非常時には内扉2aに関係な

く外扉2bが閉鎖され,ホッパ11月の=歳の落~Fが防l【二

されるし.

効 果

扉に固定したレバーほ常時の開閉作動においてはスト

ライカに∴ぷつかることがないのでその衝撃による故障を

防ぐことができ,常時には操作シリンダにより内外二重

の扉を円滑に開閉する

外扉を確実に閉鎖する

とができるとともに非常時には

とができる｡
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